
 

 

令和８年度職業訓練業務仕様書 

（介護サービス科） 

 

１ 業務名 

令和８年度広島県立呉高等技術専門校介護サービス科職業訓練業務 

 

２ 業務場所 

広島県立呉高等技術専門校（呉市阿賀中央五丁目 11番 17号） 

 

３ 委託期間 

令和８年４月１日（水）から令和９年３月 31日（水）まで 

（うち訓練期間は、 

前期 令和８年４月７日（火）から令和８年９月 18日（金）まで 

後期 令和８年 10月２日（金）から令和９年３月 18日（木）まで） 

 

４ 業務の内容 

（１）訓練業務 

介護サービス科の訓練生に対し、別紙１「教科科目表」に定める職業訓練（職業能力開発促進

法（昭和44年法律第 64号）に基づいて実施する短期課程の普通職業訓練。以下「訓練」という。）

を実施すること。ただし、「教科の科目」のうち「社会」、「体育」、「安全衛生」、「社会の

理解Ⅰ」及び「安全衛生作業法」を除く。 

実施に際しては、別紙１「教科科目表」に定める教科の科目のうち「介護基礎」、「介護応

用」、「医療的ケア」、「介護実技基礎」、「介護実技応用」及び「医療的ケア演習」は、社会

福祉士介護福祉士法（昭和 62 年法律第 30 号。以下「法」という。）第 40 条第２項第５号の規定

による養成施設として、同法施行令（昭和 62 年政令第 402 号 以下「施行令」という。）、社会

福祉士介護福祉士養成施設指定規則（昭和 62 年厚生省令第 50 号 以下「規則」という。）及び

社会福祉士養成施設及び介護福祉士養成施設の設置及び運営に係る指針について（平成 20 年３月

28 日 社援発第 0328001 号 以下「指針」という。）に基づき実施する実務者研修（以下「実務

者研修」という。）として実施するものであることに留意すること。 

なお、訓練の実施にあたっては、別紙１「教科科目表」に定める「訓練目標」及び「仕上がり

像」を十分反映すること。不十分であると広島県立呉高等技術専門校（以下｢専門校｣という。）

の長（以下「校長」という。）が判断したときは、改善を求める場合がある。 

また、別紙１「教科科目表」に定める時限以外に、別途、入校式１時限、修了式１時限につい

て出席すること。 

（２）ジョブ・カードの作成支援 

全訓練生に対し、ジョブ・カード作成の支援を行うこと。作成する様式は、ジョブ・カード様

式１－１「キャリア・プランシート（就業経験がある方用）」又はジョブ・カード様式１－２

「キャリア・プランシート（就業経験のない方、学卒者等用）」、ジョブ・カード様式２「職務

経歴シート」、ジョブ・カード様式３－１「職業能力証明（免許・資格）シート」、ジョブ・カ

ード様式３－２「職業能力証明（学習歴・訓練歴）シート」とする。また、これらの作成におい

ては、ジョブ・カード準拠様式「実践的能力証明シート」で代用してもよい。なお、ジョブ・

カード様式３－３－２－２「職業能力証明（訓練成果・実務成果）シート」及びジョブ・カード

様式３－３－４「職業能力証明（科目ごとに評価している教育訓練用）」ついては、訓練修了時

に提出する別記様式９－１「訓練実施状況報告書（科目別成績表）」及び別記様式９－２「訓練

実施状況報告書」に基づき、専門校が作成する成績証明書で代用する。 



 

 

ジョブ・カードの作成支援については、別紙５「講師要件一覧」に定める資格を有する者が全

訓練生に対し、原則３回（１人１回 30 分程度）のキャリアコンサルティングを行い支援すること

し、３回のうち、２回は、あらかじめ校長が指定する日時に個別面談により実施すること。 

月ごとのキャリアコンサルティング実施結果について、別記様式 14－１「キャリアコンサルテ

ィング等実施結果報告書」及び別記様式 14－２「ジョブ・カード作成支援実績報告書」により、

翌月 10 日（最終月分については、修了日前日（前期 令和８年９月 17 日（木）、後期 令和９年

３月 17日（水）））までに報告すること。 

また、キャリアコンサルティング等の実施内容について、専門校に報告すべき事項がある場合

は、別記様式 15「キャリアコンサルティング等実施状況報告書」により報告すること。 

（３）成績の評価 

別紙１「教科科目表」に定める「教科の科目」について、試験又はレポート等により成績の評

価（以下「成績評価」という。）を行うこと。（ただし、「教科の科目」のうち「社会」、「体

育」、「キャリア形成」、「安全衛生」及び「安全衛生作業法」を除く。）評価方法は、別記様

式 13「成績評価方法」により設定すること。 

「実務者研修」に係る科目については、別紙８「実務者研修における評価基準」に基づき設定

する別記様式 43「評価の方法」により習得度の評価（以下「科目評価」という。）を実施するこ

と。なお、科目評価をもって成績評価に代えることができる。 

各訓練生の評価結果は、科目ごとに、各科目の最後の時限を実施した日から 10 日以内又は修了

日前々日（前期 令和８年９月 16 日（水）、後期 令和９年３月 16 日（火））のいずれか早い

日までに、別記様式９－１「訓練実施状況報告書（科目別成績表）」により校長に報告すること。 

また、別記様式９－２「訓練実施状況報告書」は、上記により校長に報告する科目ごとの評価

結果に基づき作成すること。 

（４）業務分掌 

前項の訓練実施等に伴う業務については、別紙２「業務分掌表」において、受託者が担当する

こととされた業務を実施すること。 

 

５ 訓練時限数、「実務者研修」資格取得のための補完、訓練実施日及び１日の訓練時間 

（１）訓練時限数 

訓練生が受講する訓練時限数は、前期・後期とも別紙１「教科科目表」に定めるとおりとする。

なお、「キャリア形成」の科目のうち「ジョブ・カード作成支援」については、受託者は、上記

４（２）により実施するが、訓練生は、個別面談１回についてジョブ・カード作成等の時間を含

め１時限を履修したものとして取り扱う。 

校長がやむを得ない理由により訓練の中止を決定した場合は、中止した科目について当該時限

数の訓練を、校長が指示する日時に実施すること。 

（２）「実務者研修」資格取得のための補完 

「実務者研修」修了のために補講及び再試験が必要になった場合は、これらを実施すること。 

ア 補完が必要となるのは次の場合とし、対象者は校長が指示する者とする。 

① 遅刻、早退または欠席などにより、その科目の出席時限数が３分の２に満たない場合、３分

の２以上となる必要な時限数を実施する。ただし、遅刻、早退または欠席などの理由がやむを

得ないと考えられる社会的理由による場合のみとする。 

② 各科目の修了評価の結果が 100 点満点で 70 点未満の場合、再評価と判定し、業務責任者及

び教務に関する主任者が必要と認める時限数の補講を実施したのち、再試験を行う。ただし、

再試験を受けられるのは、各評価において２回までとする。 

イ 補講及び再試験は、「介護基礎」、「介護応用」、「介護実技基礎」、「介護実技応用」、

「施設実習」、「医療的ケア」及び「医療的ケア演習」以外の時間で実施し、訓練生１人につ



 

 

き 94 時限を上限とすること。なお、この時間で対応できない場合は、後記９による業務責任者

が校長に報告し、協議し、決定する。 

ウ 実施する内容については、校長が指示する内容とする。 

エ 配置する講師は後出「８ 講師」のとおりとする。 

（３）訓練実施日 

別紙３「2026（令和８）年度（前期）年間訓練計画」及び「2026（令和８）年度（後期）年間

訓練計画」のとおりとする。 

（４）１日の訓練時間 

ア 訓練時間割は、別紙４「訓練時間割表」のとおりとする。 

イ １日に実施する訓練は、原則７時限、最大８時限までとする。 

ウ 施設実習は、受け入れ施設の勤務時間内（夜勤の時間帯を除く。）とする。 

 

６ 訓練対象者 

求職者又は転職を希望する者で、校長が入校を許可した者とする。 

 

７ 訓練定員 

（１）前期 20人 

（２）後期 20人 

 

８ 講師 

（１）訓練の指導を担当する者（以下「講師」という。）として、次のとおり配置すること。 

ア 学科 別紙５「講師要件一覧」に定める講師要件を有する者を常時１人以上。 

イ 実技 別紙５「講師要件一覧」に定める講師要件又は補助講師要件を有する者を常時２人以

上。ただし、講師資格を有する者を常時１名以上含むこと。 

ウ ジョブ・カード作成については、別紙５「講師要件一覧」に定める要件を有する者であるこ

と。 

（２）受託者は、講師を選任し、別記様式 11「講師選任届」により、令和８年２月 13 日（金）まで

に校長へ届け出ること。また、一般教員については別記様式42「一般教員に関する調書（兼）就

任承諾書」を併せて提出すること。（別表参照） 

（３）前項の届出は、講師を変更する場合について準用する。 

 

９ 業務責任者の届出 

（１）受託者は、業務を総合的に把握し円滑に実施するために、「業務責任者」を選任し、契約締結

後速やかに、別記様式12「業務責任者選任届」に講師を含めた履行体制図を添付し、校長へ届け

出ること。 

業務責任者は講師以外の者とし、常時（訓練実施日において、午前８時 30 分から午後５時 15

分までの間）専門校との連絡調整が可能な状態にしておくこと。 

なお、業務責任者を補佐する事務担当者を配置する場合は、特記事項に記載すること。 

（２）前項の届出は、業務責任者を変更する場合について準用する。 

 

10 施設、設備等 

（１）施設 

受託者が、訓練業務に使用できる教室及び実習場は、別紙６「教室・実習場図面」のとおりと

する。 

また、共用施設（会議室・視聴覚室・体育館・パソコン室等）については、事前に（原則１週

間前）に申請をし、校長の許可を得た場合のみ使用することができる。 



 

 

上記施設の使用時間は、開庁日の午前８時 30分から午後５時 15分までとする。 

なお、施設見学等、校外で行う実習に係る施設等は、受託者において確保するとともに別記様

式２「令和８年度前期訓練予定表」、「令和８年度後期訓練予定表」及び別記様式３「月間時間

割」に明記すること。（実習に係る経費は、受託者の負担とする。） 

 

（２）設備等 

専門校が保有する設備等のうち、受託者が受託業務に使用できる設備等は、別紙７「訓練設備

等一覧」のとおりとする。なお、訓練に必要な設備のうち、次のものについては受託者において

準備すること。 

   

ア 医療的ケア等で使う次の設備（「医療的ケア」の訓練期間中（学科含む）設置すること。） 

品  名 数 量 備  考 

吸引装置 ４以上 点滴台は専門校所有 

経管栄養用具 ４以上  

処置台 － 専門校所有頭床台で代用 

吸引訓練モデル ４以上  

経管栄養モデル ４以上  

心肺蘇生訓練用機材 １以上  

人体骨格模型 － 専門校所有 

人体解剖模型 １以上  

イ その他、訓練に必要な設備等 

（３）教材・事務用品等 

訓練に必要な教材・事務用品等の取り扱いは、次のとおりとする。 

ア 専門校が負担する教材・事務用品等は、訓練生が使用するものについて、前期・後期それぞれ

10万円の範囲内とし、この額を超える場合は、受託者の負担とする。 

イ 訓練生が負担する実習教材等（教科書）に係る費用は、１人当たり３万円（ただし、資格試験

等の受験料等を除く。）の範囲内とする。受託者は、訓練に支障が生じないよう実習教材等（教

科書）を、使用する訓練の開始日までに納入できるよう手配すること。また、実習に係る交通費

等は、訓練生の負担とする。 

ウ 講師に係る教材・事務用品等（実習に係る交通費等を含む。）については、受託者において準

備すること。 

 

11 安全衛生管理 

訓練業務の実施に当たっては、労働安全衛生法（昭和 47年法律第 57条）を遵守し、訓練生の安

全衛生に努めること。 

 

12 緊急時の対応 

災害及び事故等が発生した場合は、人命の安全確保を優先し、適切な措置をとるとともに、校長

に連絡し、二次災害の防止に努め、事後、速やかにその経緯を校長へ報告すること。また、対応に

ついて校長が指示する場合には、その指示に従うこと。 

 

13 実務者研修等の指定 

（１）上記４（１）による「実務者研修」に係る科目については、規則第 40 条第２項第５号の規定に

よる養成施設の昼間課程で通信によらない課程として、専門校が指定養成施設として実施する。 

この場合、研修実施内容の計画策定等は専門校において行う。また、事務職員には、専門校職

員が当たる。 



 

 

（２）受託者は、専門校が広島県知事へ提出する「介護福祉士実務者養成施設変更届出書」の「９ 専

任教員」から「12 その他の教員」並びに「16 介護過程Ⅲ」の担当教員欄を入力したもの及び、

それらに添付する必要な書類を作成し、前期分は令和８年２月 13 日（金）まで、後期分は令和８

年７月 24 日（金）までに校長へ提出すること。また、これらに変更が生じた場合は速やかに再提

出すること。 

なお、当該書類作成・提出に係る費用は、受託者の負担とする。 

（３）受託者は、研修の実施に当たっては、関係法令を遵守すること。 

 

14 施設実習 

（１）受託者は、別紙１「教科科目表」に定める教科の科目のうち「施設･居住型実習」、「通所･小

規模多機能型実習」及び「訪問介護実習」について、別紙９ 「実習施設基準」に基づき、訓練生

が実習するのにふさわしい実習施設及び実習指導責任者を確保し、円滑に実施すること。なお、実

習施設の所在地は、広島県内に限るものとし、各訓練生の３種の実習については、原則として、別

法人が運営する実習施設を確保すること。また、実習先リストの提出については、訓練開始後に別

途指示する。 

なお、訓練生の実習に配慮するため、校長が変更を求める場合がある。 

（２）実施に際しては、事前に訓練生に対して実習要項※１と実習先指示書※２を作成して渡し、周知す

ること。また、実習施設及び実習指導者との連絡・調整を行うとともに、実習施設の巡回により実

習期間中の受講者の実習状況を把握（実習日誌※３等を活用）し、必要に応じて助言・指導を行い、

別記様式 16「施設実習巡回報告書」により、報告すること。この業務については、 原則として主

たる教務主任者、及び専任教員が担当する。 

※１ 全訓練生に共通する事項（心構え、目的、目標、留意点等）を記載した もの 

※２ 訓練生毎に異なる事項（実習期間、実習先、初日の訪問場所、服装、持 参品等）を記載

したもの 

※３ 実習先での毎日の状況を把握するために訓練生に１日の活動記録や考察、感想、反省、課

題などを訓練生に記入させ、実習指導者からも助言等を記入してもらうもの 

※１～３は専門校の指示により受託者で作成 

 

15 支払額の確定 

訓練対象者数が訓練定員を下回る業務実施期間に係る支払額は、次により算出される額とする。 

支払額（確定）※＝｛【支払額】－【税額】－29,600 円×（【訓練定員】－【訓練対象者数】）｝

×1.10 

※ １円に満たない端数は、切り捨てる。 

注）「【支払額】」は契約書別紙支払内訳書２（１）の表中当該業務実施期間の支払額欄記載の「支

払額」を、「【税額】」は同欄記載の「うち取引に係る消費税及び地方消費税の額」をいう。 

 

16 その他 

（１）受託者が提出する書類の提出期限は、別表のとおりとする。 

（２）提出した書類に記載した事項に変更が生じた場合は、速やかに変更後の内容を記載したものを

提出すること。 

ただし、別記様式３「月間時間割」の変更分については、前月の第３金曜日までに提出すること。 

（３）本業務で受託者が専門校から提供を受けた個人情報が記された全資料等（テストの回答用紙、

提出したレポート等を含む）については、個人情報取扱特記事項に基づき、本業務完了後、専門

校が指定した方法により、直ちに返還または廃棄すること。ただし、受託者が真に必要な書類に

ついては、専門校と協議し、承認を得た場合は、これを厳正に管理し、不要になり次第、専門校

へ報告し返還または廃棄すること。 



 

 

（別表）             提出書類一覧 

提出書類 
提出期限 

前期 後期 

別記様式１ ＊ 教科標準・教科細目表 令和８年２月 13 日(金) 

別記様式２ ＊ 
令和８度前期訓練予定表 令和８年２月 13 日(金) ― 

令和８年度後期訓練予定表 ― 令和８年７月 24 日(金) 

別記様式３ ＊ 月間時間割 
令和８年２月 13 日(金) 令和８年７月 24 日(金) 

変更の場合は前月の第３金曜日 

別記様式４ ＊ 実習教材一覧 令和８年２月 13 日(金) 

別記様式５  欠席・遅刻・早退・欠課届 

当日の 17 時までに随時 
別記様式６  訓練生日誌 

別記様式７  指導日誌 

別記様式８  出席簿 

別記様式９－１ ＊ 
訓練実施状況報告書 

（科目別成績表） 

科目ごとに、各科目の最

後の時限を実施した日から

10 日以内又は修了日前々

日（令和８年９月 16 日

(水)）のいずれか早い日ま

で 

科目ごとに、各科目の最

後の時限を実施した日から

10 日以内又は修了日前々

日（令和９年３月 16 日

(火)）のいずれか早い日ま

で 

別記様式９－２ ＊ 訓練実施状況報告書 令和８年９月 16 日(水) 令和９年３月 16 日(火) 

別記様式10 ＊ 資格試験等一覧 
令和８年２月 13 日(金) 

別記様式11  講師選任届 

別記様式12  業務責任者選任届 契約締結後速やかに 

別記様式13 ＊ 成績評価方法 令和８年２月 13 日(金) 

別記様式14－１  
キャリアコンサルティング

等実施結果報告書 

翌月 10 日 

最終月分については、令和

８年９月 17 日(木)まで 最終月分については、令和

９年３月 17 日(水)まで 別記様式14－２ ＊ 
ジョブ・カード作成支援実

績報告書 

別記様式15  
キャリアコンサルティング

等実施状況報告書 
随時 

別記様式16  施設実習巡回報告書 施設実習終了 10 日後 

 

 ＊ 
介護福祉士実務者養成施設

変更届出書及び添付書類 

令和８年２月 13 日(金) 
別記様式41 ＊ 授業概要 

別記様式42 ＊ 
一般教員に関する調書

（兼）就任承諾書 

別記様式43 ＊ 評価の方法 

※別記様式１～４及び９－１～43については、電子ファイルを受託者へ交付する。 

※別記様式５～８（書式）については、専門校が配付する所定の様式による。 

※「＊」のついているものについては、電子ファイルも提出すること。 

ただし、押印や自筆での署名のあるものについては、原紙も提出すること。 

※別記様式６は、訓練生記載事項を確認し、「指導員所見」欄を記入すること。 

※提出した書類に記載した事項に変更が生じた場合は、速やかに変更後の内容を記載したものを提出

すること。 

※介護福祉士実務者養成施設変更届出書については、変更届出書の注意事項等に記載のある教員調書

や就任承諾書を添付すること。詳しくは広島県HPの「社会福祉士・介護福祉士養成施設に係る申請・届出について」

を参照すること。 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/54/shakaifukusisi.html
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/54/shakaifukusisi.html


(別紙１)

校名・訓練科名

対応職種

仕上がり像

訓練目標

教科科目

指定
時間

教科の細目

14 入校式、修了式、オリエンテーション、就職支援

10 レクリエーション、各自課題

9
社会人としての基礎力向上（ビジネスマナー、就職活動などについて）２Ｈ×３回
ジョブ・カード作成１Ｈ（うち面談時間は０．５Ｈ）×３回

33

介護基礎≪＊≫ 85

（内訳） 人間の尊厳と自立 5 ( 5 )
○　尊厳の保持、自立の支援、ノーマライゼーション、利用者のプライバシーの保護、権利擁護
等、介護の基本的な理念

社会の理解Ⅰ 5 ( 5 )
○　介護保険制度の体系、目的、サービスの種類と内容、利用までの流れ、利用者負担、専門職
の役割等

介護の基本Ⅰ 10 ( 10 )

○　介護福祉士の法的な定義や義務を踏まえ、介護予防や看取り、災害時等における介護福祉士
の役割
○　個別ケア、ICF（国際生活機能分類）、リハビリテーション等の考え方を踏まえ、尊厳の保
持、自立に向けた介護を展開するプロセス等
○　介護福祉士の職業倫理、身体拘束禁止・虐待防止に関する法制度等

コミュニケーション技術 10 ( 10 )

○　本人・家族との支援関係を構築し、意志決定を支援する技術
○　利用者の感覚・運動・認知等の機能に応じたコミュニケーションの技法
○　チームマネジメント（組織の運営管理、人材管理、リーダーシップ・フォロワーシップ等）
○　状況や目的に応じた記録、報告、会議等での情報の共有化

介護過程Ⅰ 20 ( 20 )
○　介護過程の目的、意義、展開等
○　介護過程を踏まえ、目標に沿って行う計画的な介護
○　チームで介護過程を展開するための情報共有の方法、他の職種の役割

こころとからだのしくみⅠ 5 ( 5 ) ○　介護に関係した身体の構造や機能

発達と老化の理解Ⅰ 10 ( 10 )
○　老化に伴う心理的な変化の特徴と日常生活への影響
○　老化に伴う身体的機能の変化の特徴と日常生活への影響

認知症の理解Ⅰ 10 ( 10 )
○　認知症ケアの取組の経過、今日的な認知症ケアの理念
○　認知症による生活上の障害、心理・行動の特徴
○　認知症の人やその家族に対する関わり方・支援の基本

障害の理解Ⅰ 10 ( 10 )
○　障害の概念の変遷や障害者福祉の歴史、今日的な障害者福祉の理念
○　障害（身体・知的・精神・発達障害・難病等）による生活上の障害、心理・行動の特徴
○　障害のある人やその家族に対する関わり方・支援の基本

介護応用≪＊≫ 130

社会の理解Ⅱ 30 ( 30 )

○　家族、地域、社会との関連から生活と福祉
○　地域共生社会の考え方と地域包括ケアのしくみ
○　社会保障制度の発達、体系、財源等
○　障害者総合支援法の体系、目的、サービスの種類と内容、利用までの流れ、利用者負担、専
門職の役割
○　成年後見制度、生活保護制度、保険医療サービス等、介護実践に関連する制度の概要

介護の基本Ⅱ 20 ( 20 )

○　介護を必要とする高齢者や障害者等の生活
○　ニーズや支援の課題把握
○　チームアプローチに関わる職種や関係機関の役割、連携方法
○　リスクの分析と事故防止、感染管理等介護における安全確保
○　介護従事者の心身の健康管理や労働安全対策

介護過程Ⅱ 10 ( 10 ) ○　情報収集、アセスメント、介護計画立案、実施、モニタリング、介護計画の見直しの方法

こころとからだのしくみⅡ 10 ( 10 )

○　人間の基本的欲求、学習・記憶等
○　生命の維持・恒常、人体の部位、骨格・関節・筋肉・神経、ボディメカニクス等、人体の構
造と機能
○　身体の仕組み、心理・認知機能等についての知識を活用し、観察・アセスメント、関連する
職種との連携方法

発達と老化の理解Ⅱ 20 ( 20 )

○　ライフサイクル各期の発達の定義、発達段階、発達課題
○　老年期の発達課題、心理的な課題（老化、役割の変化、障害、喪失、経済的不安、うつ等）
と支援の留意点
○　高齢者に多い症状・疾病等と支援の留意点

学
　
　
　
科

教　科　科　目　表

１　介護保険制度の各種サービスにおける介護員
２　障害者施設の介護員
３　医療施設の看護補助者

・　社会福祉の知識を有し、利用者の支援ができること
・　介護の知識・技能を有し、利用者の自立支援ができること
・　介護の知識・技能を有し、他職種との連携を持ちながら介護業務ができること
・　日常生活に関する知識・技能を有し、利用者の生活支援ができること
・　介護施設における介護保険の知識を有し、介護事務の業務ができること。

　介護サービスに従事しようとする者を対象とした基礎的な職業教育として、対人理解や対人援助の基本的な視点と理念、専門的な職業人
として職務にあたる上での基本的姿勢、基礎的な知識・技能を習得させる。

教科の科目 訓練時間

普
通
学
科

社会

体育

キャリア形成

普通学科計



認知症の理解Ⅱ 20 ( 20 )

○　代表的な認知症（若年性認知症を含む）の原因疾患、症状、障害、認知症の進行による変
化、検査や治療等についての医学的知識
○　認知症の人の生活歴、疾患、家族・社会関係、居住環境等についてアセスメント、本人主体
の理念に基づいた支援の方法
○　地域におけるサポート体制、支援の活用

障害の理解Ⅱ 20 ( 20 )
○　様々な障害の種類・原因・特性、障害に伴う機能の変化等についての医学的知識
○　障害の特性、家族・社会関係、居住環境等についてアセスメント、その状況に合わせた支援
○　地域におけるサポート体制、支援への活用

医療的ケア≪＊≫ 50 60 ○　医療的ケアを安全・適切に実施するために必要な知識

事例検討 10 介護業務にかかる事例についての紹介、検討、施設実習における注意・共有化

介護事務 42
介護保険制度のしくみ、介護サービス計画の作成、介護給付費の請求、介護給付費明細書記載要
領、介護事務職員の仕事、サービス提供指定事業者等の開設に伴う申請、社会福祉と人間関係

安全衛生 5 労働安全衛生、情報機器作業、事故予防対策、健康管理

学科計 332

介護実技基礎≪＊≫ 45

（内訳） コミュニケーション技術 10 ( 10 )

○　本人・家族との支援関係を構築し、意志決定を支援する技術
○　利用者の感覚・運動・認知等の機能に応じたコミュニケーションの技法
○　チームマネジメント（組織の運営管理、人材管理、リーダーシップ・フォロワーシップ等）
○　状況や目的に応じた記録、報告、会議等での情報の共有化

生活支援技術Ⅰ 20 ( 20 )

○　生活支援におけるICFの意義と枠組み
○　ボディメカニクスを活用した介護の原則
○　自立に向けた生活支援技術の基本（移動・移乗、食事、入浴・清潔保持、排泄、着脱、整
容、口腔清潔、家事援助等）
○　居住環境の整備、福祉用具の活用等により、利用者の生活環境を整備する視点・留意点

こころとからだのしくみⅠ 15 ( 15 ) ○　介護に関係した身体の構造や機能に関する基本的な知識

介護実技応用≪＊≫ 140

（内訳） 生活支援技術Ⅱ 30 ( 30 )

○　利用者の心身の状態に合わせた自立に向けた生活支援技術の理解
・環境整備　・移動・移乗　・食事　・入浴・清潔保持　・排泄
・着脱、整容、口腔清潔　・休息・睡眠　・人生の最終段階における介護
○　福祉用具の活用

介護過程Ⅱ 15 ( 15 ) ○　情報収集、アセスメント、介護計画立案、実施、モニタリング、介護計画の見直しの方法

介護過程Ⅲ 45 ( 45 )

○　実務者研修過程で学んだ知識・技術の活用
○　利用者の心身の状況等に応じて展開する介護
○　系統的な介護（アセスメント、介護計画立案、実施、モニタリング、介護計画の見直し等）
○　介護計画を踏まえ、安全確保・事故防止、家族との連携・支援、他職種、他機関との連携の
方法
○　知識・技術を総合的に活用し、利用者の心身の状況等に応じた介護の方法

こころとからだのしくみⅡ 50 ( 50 )

○　人間の基本的欲求、学習・記憶等
○　生命の維持・恒常、人体の部位、骨格・関節・筋肉・神経、ボディメカニクス等、人体の構
造と機能
○　身体の仕組み、心理・認知機能等についての知識を活用し、観察・アセスメント、関連する
職種との連携方法

医療的ケア演習≪＊≫ 10 10 ○　医療的ケアを安全・適切に実施するために必要な技術

介護技術 24
「生活支援技術Ⅰ」、「生活支援技術Ⅱ」、「こころとからだのしくみⅠ」、「こころとからだ
のしくみⅡ」、「介護過程Ⅱ」、「介護過程Ⅲ」及び「医療的ケア演習」と同等

パソコン実習 45
ワープロソフトによる文書作成、表計算ソフトによる作表やグラフ作成
生成AIの活用、検定対策

施設実習≪＊＊≫ 70

施設・居住型実習 ※ ( 35 )
申し送り・ｶﾝﾌｧﾚﾝｽの見学　各種福祉用具医療用具の使用場面の見学　関連機関との連携　補助的
業務の実施　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（７時間×５日）

通所・小規模多機能型実習
※ ( 21 )

送迎時の介助・健康状態の観察　介護予防プログラムの見学基本的介護の実施　ケアﾌﾟﾗﾝの閲覧
行事への参加　実習記録　家族とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ　家事援助の実施（７時間×３日）

訪問介護実習 ※ ( 14 ) ホームヘルプサービス同行訪問による介護、家事援助の実施（７時間×２日）

安全衛生作業法 5 労働安全衛生　事故予防対策　健康管理　整理整頓

実技計 339

460 704

※上記カリキュラムは、６か月訓練の内容です。
（注）１　

（注）２　

（注）３　

（注）４　

（注）５　

取得資格等

≪＊≫≪＊＊≫のついている訓練は、原則として
　　　　　①「介護基礎」及び「介護実技基礎」
　　　　　②「介護応用」及び「介護実技応用(介護過程Ⅲを除く)」及び「医療的ケア」
　　　　　③「施設実習」
　　　　　④「介護過程Ⅲ」及び「医療的ケア実習」　　　　　の順序で実施する。

「社会」「体育」「安全衛生」「社会の理解Ⅰ」「安全衛生作業法」は専門校が担当する。

研修修了により取得できるもの　　　介護福祉士実務者研修修了

訓練期間中、または修了後に試験合格により取得できるもの
　・日本情報処理検定協会主催 ワープロ検定３級、表計算検定３級又はこれらと同等の資格
　・日本医療教育財団主催ケアクラーク技能認定試験又はこれと同等の資格

学
　
　
科

実
　
　
　
技

総訓練時間

学科「介護基礎」、「介護応用」、「医療的ケア」、実技「介護実技基礎」、「介護実技応用」及び「医療的ケア演習」は、実務者
研修の要件に合致した訓練内容とする。

１時限は50分とする。ただし※印の実習は１時限を60分とする。

各科目は１日に４時限をこえて実施しないこと。（実務者研修に係る科目に限る）
科目評価は同日に２科目以上実施しないこと。また、原則として講義・演習等と同日に修了評価を実施しないこと。

学
　
　
　
科



業 務 分 掌 表 
広島県立呉高等技術専門校介護サービス科  

時 期 業 務 項 目 
担 当 

受託者 専門校 備考 

入 

校 

前 

募集 
広報 － ○  

応募受付 － ○  

選考 

入校選考の準備（受験票発送、資料作成、会場準

備） 
－ ○  

入校選考の実施（筆記及び面接試験）  － ○  

採点及び合格者決定 － ○  

合格発表（合否通知書及び入校案内発送）  － ○  

入校手

続 

入校手続準備（資料作成、会場準備） － ○  

入校手続（受付、入校願及び健康診断書受領、訓

練生総合保険、資料配付、諸注意） 
－ ○  

その他  

「教科標準・教科細目表（別記様式１）」、「令和７

年度訓練予定表（別記様式２）」、「月間時間割（別

記様式３）」「実習教材一覧（別記様式４）」、「資格

試験等一覧（別記様式 10）」、及び「成績評価方法

(別記様式13)」の作成 

○ －  

「講師選任（変更）届（別記様式11）」、「業務責任

者選任（変更）届（別記様式12）」による届出 
○ －  

実習教材等の手配 ○ －  

実習教材等の支払 － ○  

訓練日誌、掃除当番表、出席簿及び座席表の作成  － ○  

訓練生名簿及び訓練生指導要録の作成  － ○  

名札等の作成 － ○  

訓練生名札の貼付（教室、実習場、ロッカー） － ○  

入 

校 

時 

入校式 

 

オリエン

テーショ

ン 

入校式及びオリエンテーション準備（資料作成、

会場準備） 
－ ○  

入校式（受付、訓練生の出欠確認と誘導）  － ○  

入校式（入校式への参加）  ○ －  

オリエンテーション（建物案内、諸注意、資料配

付） 
－ ○  

オリエンテーション（教材配付、訓練内容説明） ○ －  

その他 

訓練生からの提出書類取りまとめ及び提出（誓約

書ほか） 
－ ○  

訓練生への配布物の手交（名札ほか）  － ○  

訓練生記入表の作成 － ○  

公共職業訓練受講届、通所届等の作成 － ○  

入

校

後 

毎日 

別紙１「教科科目表」に定める職業訓練（ただし、

「社会」「体育」「社会の理解Ⅰ」「安全衛生」「安

全衛生作業法」を除く。）  

○ －  

訓練生の出欠に係る管理及び報告（「欠席・遅刻・

早退・欠課届（別記様式５）」及び「出席簿（別記

様式８）」の取りまとめ及び提出を含む。）  

○ － 

 

「訓練生日誌（別記様式６）」及び「指導日誌（別

記様式７）」の記入及び報告 
○ － 

随時 

科目毎の成績評価の実施及び結果報告（ただし、

教科の科目」のうち「社会」「体育」「キャリア形

成」「安全衛生」「安全衛生作業法」を除く。） 

○ －  

訓練生の就職内定時の口頭による報告  ○ －  

（別紙２）  



在校中の資格取得に関する手続き及び結果報告

（様式任意） 
○ －  

 

（１）専門校が認定を受けた検定  

 
申し込み用紙作成、結果報告及び受験料徴収  ○ －  

受験申請手続き － ○  

 

（２）上記以外の検定 

 
申し込み用紙作成、受験申請手続き、受験料

徴収及び結果報告 
○ －  

通校方法、住所及び氏名の変更等の口頭による報

告 
○ －  

生活指導 － ○  

就職指導 － ○  

介護に係る求人の情報提供  ○ －  

通校途上の災害及び事故発生時の対応  － ○  

訓練中の災害及び事故発生時の対応及び報告  ○ －  

専門校が行う生活指導及び就職指導への協力（訓

練生状況等に関する口頭による情報提供、相談が

あった場合の取次ぎ等）  

○ －  

見学・実習等における見学・実習先の確保及び連

絡調整 
○ －  

校行事（説明見学会、オープンスクール、技能祭

等）の準備及び協力 
○ －  

ジョブ・カード（ジョブ・カード様式１－１又は

様式１－２、様式２、様式３－１、様式３－２）

の作成支援（訓練生1人当たり３回程度、１人１回

30分程度）及び校への報告  

○ －  

ジョブ・カード（ジョブ・カード様式様式３－３

－２－２）の作成（成績証明書で代用）  
－ ○  

「キャリアコンサルティング等実施状況報告書

（別記様式15）」による報告 
○ － 

必要に応じ

て 

施設実習の巡回、指導及び「施設実習巡回報告書」

（別記様式16）による報告 
○ －  

 
翌月の「月間時間割（別記様式３）」（変更分）の

作成及び訓練生への周知  
○ ○  

月末 

公共職業訓練等受講証明書等の作成  － ○  

「キャリアコンサルティング等実施結果報告書

（別記様式14-1）」及び「ジョブ・カード作成支援

実績報告書（別記様式14-2）」による報告 

○ － 
翌月10日ま

でに提出 

修了時 

「訓練実施状況報告書（科目別成績表）（別記様式

９-1）」及び「訓練実施状況報告書（別記様式９-

2）」の作成、提出及び内容説明 

○ －  

訓練生指導要録の作成 － ○  

修了証書の作成 － ○  

研修修了証の作成 － ○  

公共職業訓練等受講証明書等の作成  － ○  

修了式（修了式への参加、訓練生の出欠確認と誘

導） 
○ －  

修了後 
就職指導 － ○  

就職状況の報告（訓練修了1、2及び3か月後） － ○  



 
委託業務について特に必要とする事項に関する情

報提供 
○ －  

養成施設に 

関する事務 

介護職員、実務者研修の研修指定に関する事務  

 

指定申請に必要な添付書類等の作成、専門校へ

の提出 
○ －  

指定申請書の作成、添付書類の確認、県知事等

への提出 
－ ○  

変更届等に必要な添付書類等の作成、専門校へ

の提出 
○ －  

変更届の作成、添付書類の確認、県知事等への

提出 
－ ○  

実習施設、実習指導責任者の確保実習先との連

絡調整、実習状況の確認、訓練生の巡回指導 
○ － 

※実習状況

の確認及び

訓練生の巡

回指導は訓

練業務とし

て講師が実

施 

事業報告に必要な添付書類等の作成、校長への

提出 
○ －  

事業報告書の作成、添付書類の確認、県知事等

への提出 
－ ○  

 



（別紙３）
2026

### 広島県立呉高等技術専門校

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 月計 累計 月計 累計

2 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 17 17 114 114
職
員
会
議

入
校
式

職
員
会
議

昭
和
の
日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月計 累計 月計 累計

7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 18 35 126 240
憲
法
記
念
日

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

振
替
休
日

★ 職
員
会
議

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 月計 累計 月計 累計

7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 6 6 6 6 6 6 7 7 7 7 7 22 57 148 388
指
導
員
研
修

指
導
員
研
修

★ 知
っ

得

ツ
ア
ー

職
員
会
議

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 月計 累計 月計 累計

7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 22 79 154 542
募
集
開
始

後
期
選
考

★ 知
っ

得
ツ

ア
ー

海
の
日

職
員
会
議

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 月計 累計 月計 累計

7 7 7 8 7 7 7 6 6 7 6 6 6 13 92 87 629
夏
休
み
開

始 山
の
日

★ 夏
休
み
終
了

職
員
会
議

知
っ

得

ツ
ア
ー

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 月計 累計 月計 累計

6 7 7 7 7 7 7 7 7 7 4 2 12 104 75 704
募
集
締
切

後
期
選
考

★ 後
期
選
考

予
備
日

後
期
選
考

修
了
式

敬
老
の
日

秋
分
の
日

職
員
会
議

後
期
合
格
発
表

※　校の行事や当校の指導員が担当する科目の日程等は予定のため、受託者決定後に正式なものを配布します。

広島県立呉高等技術専門校指導員が担当する科目の時間

１～２ 2 社会 入校式、入校オリエンテーション

１～４ 4 社会 オリエンテーション

７ 1 安全衛生 交通安全講話 ※　キャリアコンサルティングについて

６ 1 安全衛生 健康診断

★ ６～７ 2 体育 １回目 5月中にクラス全体で実施する

★ ６～７ 2 体育 （ジョブ・カードの概要について）

★ ６～７ 2 体育

６～７ 2 安全衛生 試食会 ２回目 6月 から

６～７ 2 社会 賛助会企業説明会 6月 まで

8 1 安全衛生

６～７ 2 体育 社協登録会 ３回目 8月 から

５ 1 安全衛生作業法 8月 まで

６～７ 2 社会 介護職未経験者セミナー

★ ６～７ 2 体育 ２回目、３回目は１人当たり３０分程度の

６～７ 2 安全衛生作業法 コンサルティングを個別に実施する。

１～２ 2 安全衛生作業法

３～４ 2 社会

１～２ 2 社会 修了式

※　★は特定求職者の指定来所日（予定）

施設実習（予定）

※　次の日時については規定に関わらない科目で対応するよう配慮を願います。 7月 7月

６ 消防避難訓練 7月 7月

６～７ 献血 7月 7月

7月 8月

7月 8月

※　次の日時については見学がありますので「パソコン実習」以外の実技で対応してください。

知っ得ツアーがある日の午後の訓練

現時点では校の行事が予定であるため、受託者決定後に正式版を配布する際に提示します。

2026(令和8)年度年間訓練計画(案）

4月 7日 (火)

４
月

訓練日数 時間数

５
月

訓練日数 時間数

6月 16日 (火)

15日 (月)

９
月

訓練日数 時間数

６
月

訓練日数 時間数

７
月

訓練日数 時間数

4月 8日 (水)

4月 10日 (金)

８
月

訓練日数 時間数

12日 (金)

7月 16日 (木)

7月 13日 (月)

4月 21日 (火)

5月 12日 (火)

6月

8月 25日 (火) 31日 (月)

9月 11日 (金)

23日 (火)

8月 26日 (水)

8月 6日 (木)

21日 (金)8月 20日 (木)

9月 18日 (金)

9月 17日 (木)

9月 16日 (水)

(水)

23日 (木) 30日 (木)

(水)

24日 (金) 31日

27日

22日 (水) 29日

(月) 4日

(金)

(火)

28日 (火) 5日

5月 15日 (金)

8月 6日 (木)

9月 17日 (木)

キャリアコンサルティング

施設実習

施設実習 キャリアコンサルティング（8/16を除く、9/1まで）



20231225　職員会議

（別紙３）
2026

2026 広島県立呉高等技術専門校

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 月計 累計 月計 累計

2 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 20 20 135 135
後
期
生
入
校

津
波
避
難
訓
練

ア
ガ
デ
ミ
ア

交
通
安
全
講
話

ス
ポ
ー

ツ

の
日

知
っ

得
ツ
ア
ー

消
防
避
難
訓
練

健
康
診
断

職
員
会
議

募
集
締
切

第
１
期
選
考

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 月計 累計 月計 累計

7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 18 38 126 261
文
化
の
日

★ 第
１
期
選
考

技
能
祭

勤
労
感
謝

の
日

休
校
日
（

2
1
日
の

振
替
）

職
員
会
議

合
格
発
表

第
１
期
選
考

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 月計 累計 月計 累計

7 7 7 7 7 6 6 6 6 6 6 7 7 7 7 7 7 7 18 56 120 381
知
っ

得

ツ
ア
ー

★ 職
員
会
議

冬
休
み
開
始

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月計 累計 月計 累計

7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 18 74 126 507
元
日

冬
休
み
終
了

１
期
募
集
開
始

成
人
の
日

★ 献
血
予
定

知
っ

得

ツ
ア
ー

職
員
会
議

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月計 累計 月計 累計

7 6 6 6 6 6 6 7 7 7 8 7 7 7 7 7 16 90 107 614
募
集
締
切

第
２
期
選
考

建
国
記
念
の
日

★ 職
員
会
議

天
皇
誕
生
日

第
２
期
選
考

予
備
日

第
２
期
選
考

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 月計 累計 月計 累計

7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 4 2 14 104 90 704
知
っ

得

ツ
ア
ー

合
格
発
表

第
２
期
選
考

職
員
会
議

★ 修
了
式

春
分
の
日

振
替
休
日

第
3
期
選
考

（

予
備
日
）

第
３
期
選
考

※　校の行事や当校の指導員が担当する科目の日程等は予定のため、受託者決定後に正式なものを配布します。

広島県立呉高等技術専門校指導員が担当する科目の時間

１～２ 2 社会 入校式、入校オリエンテーション

１～４ 4 社会 オリエンテーション

６ 1 安全衛生 津波避難訓練・アガデミア

７ 1 安全衛生 交通安全講話

６ 1 安全衛生 健康診断 ※　キャリアコンサルティングについて

★ ６～７ 2 体育

７ 1 安全衛生 １回目 11月中にクラス全体で実施する

★ ６～７ 2 体育 職業人講話 （ジョブ・カードの概要について）

６～７ 2 社会 試食会

７ 1 安全衛生作業法 ２回目 から

★ ６～７ 2 体育 まで

★ ６～７ 2 体育 社協登録会

６～７ 2 社会 賛助会企業説明会 ３回目 から

８ 1 安全衛生 賛助会企業説明会 まで

★ ６～７ 2 体育

６～７ 2 安全衛生作業法 ２回目、３回目は１人当たり３０分程度の

１～２ 2 安全衛生作業法 コンサルティングを個別に実施する。

３～４ 2 社会

１～２ 2 社会 修了式

※　★は特定求職者の指定来所日（予定）

施設実習（予定）

※　次の日時については規定に関わらない科目で対応するよう配慮を願います。

６ 消防避難訓練

１～７ 技能祭

６～８ 献血

※　次の日時については見学がありますので「パソコン実習」以外の実技で対応してください。

知っ得ツアーがある日の午後の訓練

現時点では校の行事が予定であるため、受託者決定後に正式版を配布する際に提示します。

2026(令和8)年度年間訓練計画(案）

10
月

訓練日数 時間数

10月 5日 (月)

10月 7日 (水)

３
月

訓練日数 時間数

10月 2日 (金)

11月 12日 (木)

11月 30日 (月)

10月 9日 (金)

10月 20日 (火)

(木) 12月 7日 (月)

12月 16日 (水)

12月 11日 (金)

3月 12日 (金)

2月 9日 (火)

(火) 2月 1日 (月)

3月 18日 (木)

3月 19日 (金)

3月 17日 (水)

3月 18日 (木)

1月 14日 (木) 1月 21日 (木)

1月 13日 (水) 1月 20日 (水)

1月 18日 (月) 1月

1月

25日 (月)

1月 15日 (金) 1月 22日 (金)

26日 (火)1月 19日 (火)

10月 16日 (金)

11月 21日 (土)

1月 19日 (火)

11
月

訓練日数 時間数

１
月

訓練日数 時間数

12
月

訓練日数 時間数

２
月

訓練日数 時間数

2月 16日 (火)

2月 16日

2月 12日 (金)

1月 12日 (火) 12月 15日 (火)

12月 24日

キャリアコンサルティング

キャリアコンサルティング

施設実習



訓 練 時 間 割 表 

                            広島県立呉高等技術専門校 

≪校内訓練≫ 

時 限 時  間  

１ ８：３５ ～ ９：２５  

２ ９：２５ ～ １０：１５  

３ １０：２０ ～ １１：１０  

４ １１：１０ ～ １２：００  

昼 食 １２：００ ～ １３：００  

５ １３：００ ～ １３：５０  

６ １３：５０ ～ １４：４０  

７ １４：４５ ～ １５：３５  

８ １５：３５ ～ １６：２５  

連続１００分授業の場合は途中に適宜、小休憩をとることができる。 

 

≪実習≫ 別紙１「教科科目表」の科目「施設実習」（※印のついているもの） 

時 限 時  間  

１ ８：００ ～ ９：００  

２ ９：００ ～ １０：００  

３ １０：００ ～ １１：００  

４ １１：００ ～ １２：００  

昼 食 １２：００ ～ １３：００  

５ １３：００ ～ １４：００  

６ １４：００ ～ １５：００  

７ １５：００ ～ １６：００  

※ この時間は原則とし、実習先施設と協議の上、これらの時間を下回ら

ない範囲で実施すること。 

（別紙４） 



講 師 要 件 一 覧 

校名 広島県立呉高等技術専門校 訓練科名 介護サービス科 

 

教科の科目 講師要件 補助講師要件 

全 科 目 

 

 

職業能力開発促進法第28条第１項

に規定する介護サービス科の職業

訓練指導員免許を有し、担当する

科目の内容について５年以上実務

または指導の経験を有する者。 

ただし、「実務者研修」に係る専任

教員、介護過程Ⅲ、医療的ケアおよ

び医療的ケア演習を担当する教員

については「規則」に定める要件を

満たすこと。 

 

職業能力開発促進法第28条第１項

に規定する介護サービス科の職業

訓練指導員免許を有し、担当する

科目の内容について実務または指

導の経験を有する者 

「実務者研修」に係る科目 

（介護過程Ⅲ、医療的ケ

ア、医療的ケア演習を除

く） 

事例検討 

介護技術 

「規則」に定める専任教員として

の要件を満たす者を３名以上配置

し、そのうち、１名は「教務に関す

る主任者」としての任を担える者

とする。 

配置する専任教員は、当校以外の

事業所において実施、または実施

予定の「実務者研修」の専任教員と

して重複して申請していないこ

と。 

「規則」に定める専任教員として

の要件を満たす者、または次のい

ずれかに該当する者 

・ 介護福祉士で介護業務につい

て３年以上の実務経験を有す

る者 

・ 社会福祉士、臨床心理士で相談

業務について３年以上の実務

経験を有する者 

・ 保健師、看護師または准看護師

で看護について３年以上の実

務経験を有する者 

・ 医師、理学療法士、作業療法士

としてリハビリテーション医

療について３年以上の実務経

験を有する者 

・ 当該科目を担当する福祉系大

学の教授等として実務経験を

有する者 

「規則」に定める専任教員以外に

講師を配置する場合（一般教員と

する）は、次のいずれかに該当する

者とする。 

・ 介護福祉士で介護業務につい

て５年以上の実務経験を有す

る者 

・ 社会福祉士、臨床心理士で相談

業務について５年以上の実務

経験を有する者 

・ 保健師、看護師または准看護師

で看護について５年以上の実

務経験を有する者 

・ 医師、理学療法士、作業療法士

としてリハビリテーション医

療について５年以上の実務経

験を有する者 

・ 当該科目を担当する福祉系大

学の教授等として実務経験を

有する者 

「実務者研修」に係る科目

（介護過程Ⅲ） 

「規則」に定める介護課程Ⅲを教

授する教員としての要件を満たす

者 

「規則」に定める介護課程Ⅲを教

授する教員としての要件を満たす

者 

「実務者研修」に係る科目 

（医療的ケア、医療的ケア

演習、事例検討、介護技

術） 

「規則」に定める医療的ケアを教

授する教員としての要件を満たす

者 

「規則」に定める医療的ケアを教

授する教員としての要件を満たす

者 

（別紙５） 



介護事務 

介護事務についての資格を有

し、実務経験または講師経験を３

年以上有する者 

 

施設実習 

（実習状況の確認及び巡

回指導を行う講師として

配置する） 

 

次のいずれかに該当する者 

・ 「規則」に定める専任教員とし

ての要件を満たす者 

・ 介護福祉士で介護業務につい

て３年以上の実務経験を有す

る者 

 

パソコン実習 

職業能力開発促進法第28条第１項

に規定する情報処理科の職業訓練

指導員免許を有し、担当する科目

の内容について３年以上実務また

は指導の経験を有する者、または

次のすべてに該当する者 

・ 日本情報処理検定協会主催ワ

ープロ検定１級、Microsoft 

Office Specialist（Word）また

はこれらと同等の資格を有す

る者 

・ 日本情報処理検定協会主催表

計 算 検 定 １ 級 、 Microsoft 

Office Specialist（Excel）また

はこれらと同等の資格を有す

る者 

・ この科目について３年以上の

指導経験を有する者 

職業能力開発促進法第28条第１項

に規定する情報処理科の職業訓練

指導員免許を有し、担当する科目

の内容について１年以上実務また

は指導の経験を有する者、または

次のすべてに該当する者 

・ 日本情報処理検定協会主催ワ

ープロ検定準１級、Microsoft 

Office Specialist（Word）また

はこれらと同等の資格を有す

る者 

・ 日本情報処理検定協会主催表

計算検定準１級、Microsoft 

Office Specialist（Excel）また

はこれらと同等の資格を有す

る者 

・ この科目について１年以上の

指導経験を有する者 

※ 原則として「実務者研修」にかかる科目の全時限について、指針に規定する「専任教員」のう

ち 1名以上を、配置すること。 

 

 

キャリア形成 

（社会人としての基礎力

向上） 

ビジネスマナーについて３年以上

の講師経験を有する者 

キャリア形成 

（ジョブ・カードの作成支

援） 

次のすべてに該当する者 

・職業能力開発促進法第 30条の３

に基づくキャリアコンサルタン

ト、キャリアコンサルティング技能

士（１級は２級）または、職業能力

開発促進法第 28 条第１項に規定

する職業訓練指導員免許を有する

者 

・ジョブ・カード作成支援の経験を

有する者 

 



教 室 ・ 実 習 場 図 面 

校 名 広島県立呉高等技術専門校 

訓 練 科 名 介護サービス科 

 

学  科  教  室：実習棟Ⅰ介護教室①及び② 

実 習 室       ：実習棟Ⅰ介護実習室①及び② 

講 師 控 室：管理棟 201教室 

講 師 更 衣 室：管理棟 201教室内 

パソコン実習室：管理棟 206実習室 

（別紙６） 

 

 

 

 

 

介護実習室

② 

206実習室 

講師 

控室 

（201） 

介 護 教 室

② 

介護実習室

① 

介 護 教 室

① 



広島県立呉高等技術専門校

介護サービス科

設備等の主な規格 数量

学科教室

１　机、椅子 訓練生用 20人分

２　教卓 講師用 　　１脚

３　保管庫 保管庫 　　１本

４　黒板 　　１台

１　介護実習設備・器具 　　

  ⑴電動ベッド 電動式 　　４台

手動式 　　３台

  ⑵床頭台 　　７台

  ⑶車椅子 深川医療器㈱NO12A他 　10台

  ⑷全介助用浴槽セット バスタブ井浦ＨＮ－７ １セット

  ⑸家庭用浴槽セット 東陶機器㈱Ｐ153Ｌ他 ３セット

２　介護実習器具・用品

  ⑴ポータブルトイレ 　　６台

  ⑵ストレッチャー 　　２台

  ⑶エアーマット 　　３枚

  ⑷ステッキ 　10本

  ⑸松葉杖 　　２本

  ⑹白杖 　14本

　⑺四点杖 ２本

　⑻Ｓ字杖 １本

　⑼歩行器 ２台

　⑽尿器 　10個

  ⑾便器 　　５個

  ⑿洗髪器 　　２台

  ⒀バケツ ６個

  ⒁シャワーボトル 　　２本

  ⒂洗面器 ５個

　⒃吸い飲み 　10個

  ⒄ガーグルベース 15個

　⒅血圧計 ５台

　⒆人体模型 京都化学　京子 １体

　 京都化学　おふくさん １体

骨格模型 １体

校名

訓練科名

設備等の名称

実習棟Ⅰ介護教室①及び②

訓　練　設　備　等　一　覧

実習棟Ⅰ介護実習室①及び②

（別紙７）（別紙７）



設備等の主な規格 数量設備等の名称

３　介護実習ベッド周り用品

　⑴枕・毛布等 　10組

  ⑵ビーズクッション・円座等 　10組

  ⑶シーツ等リネン類 　10組

  ⑷防水シーツ   10枚

  ⑸パジャマ 　10枚

  ⑹寝巻き（浴衣） 10枚

４　介護実習電気製品

  ⑴ビデオ・テレビ 　　１式

  ⑵冷凍冷蔵庫 職員室のものを利用 　　１台

  ⑶電子レンジ 　　１台

  ⑷電気掃除機 　　２台

  ⑸ドライヤー 　　６台

５　調理実習用品

　⑴  電磁調理器 　　４台

　⑵  カセットコンロ 　　４台

　⑶  調理器具 　４セット

　⑷  食器 　22人分

　⑸  炊飯器 　　４台

　⑹  介護用食器 １人分

６　電話機 受信専用 各室１台

７　黒板 各室１台

パソコン室

１　パソコン

（1）訓練生用 ビジネスモデルワークステーション

     パソコン Lenovo ThinkSystem P2 TowerGen2 20台

     ディスプレイ アイ･オー･データ機器 LCD-A241SD-F 40台
（映像配信及びサブモニタ用20台を含む）

　　 OS Microsoft Windows11 Pro 64bit日本語版 20本

    ソフトウェア Microsoft Office Pro Plus 2024アカデミック 20本

SOLIDWORKS 教育版 2025 20本

AutoCAD Plus 2026 20本

（2）講 師 用 ビジネスモデルワークステーション

     パソコン Lenovo ThinkSystem P2 TowerGen2 1台

     ディスプレイ アイ･オー･データ機器 LCD-A241SD-F 2台

（映像配信及びサブモニタ用1台を含む）

　　 OS Microsoft Windows11 Pro 64bit日本語版 1本

    ソフトウェア Microsoft Office Pro Plus 2024アカデミック 1本
SOLIDWORKS 教育版 2025 1本

AutoCAD Plus 2026 1本

　訓練効果を高めるための環境

    学習活動ソフトウェア SKYMENU Pro 2025 1本

管理棟　206実習室※２



設備等の主な規格 数量設備等の名称

（3）サーバー ビジネスモデルサーバー（206教室と共用）

     パソコン Lenovo ThinkSystem ST250 V3 　　1台
     ディスプレイ アイ･オー･データ機器 LCD-A241DB 2台
　　 OS Windows Server 2025 Standard 日本語版 1本

※ファイル共有（講師用、生徒用）等で利用

２　出力機器

    プリンタ OKI 835DNW 　　１台

    大判プリンタ(プロッタ) EPSON SC-T5455（205教室と共用） 　　１台

３　OAデスク等 OAデスク・椅子（訓練生、講師用） 21人分

４　電話機 受信専用 　　１台

５　ホワイトボード 　　１台

講師及び事務担当者控室

１　事務机、椅子 講師・事務担当者用 　４式

２　電話機 受信専用 　　１台

３　保管庫等 棚 　　１本

ファイリングキャビネット 　　１個

４　更衣ロッカー 　　２本

１　複写機 １F事務室に配置 　　１台

２　FAX １F事務室に配置 　　１台

３　駐車場 必要数

（※１）教室②は補講用として使用する。また、パソコンやソフトウェアについては令和８年３月に更新
を予定しており、記載のものが導入される予定です。
（※２）他科との共用教室のため、時間割によっては調整・変更になる場合があります。

管理棟201講師控室

その他



 

実務者研修における評価基準 
 

修了の基準 

次のいずれも満たす者 

① 全ての科目において指定時間数の３分の２以上出席すること。 

② 全ての科目の修了評価に合格すること 

合格基準 

合格基準：各科目とも 100 点満点として次のように区分し、ＡまたはＢを合格とする。 

（Ａ：80点以上、Ｂ：79～70 点、Ｃ：69～60 点、Ｄ：59～40点、Ｅ：39～0点） 

Ｃ以下の取扱い：補講を実施したのち、再試験を行う。再試験の結果が 70 点以上に 

                なるまで繰り返し実施する。 

 

評価の方法 

科目名 

 評価の方法 

時限数 筆記試験 
（レポートに 

替えても可） 
実技試験 そ の 他 

人間の尊厳と自立 5 〇 ― ―  

社会の理解Ⅰ 5 
◎ ― ―  

社会の理解Ⅱ 30 

介護の基本Ⅰ 10 
◎ ― ―  

介護の基本Ⅱ 20 

コミュニケーション技術 20 〇 ― ―  

生活支援技術Ⅰ 20 
◎ ― ◎ 

筆記、実技試験両方実施

する 生活支援技術Ⅱ 30 

介護過程Ⅰ 20 
◎ ― ―  

介護過程Ⅱ 25 

介護過程Ⅲ 45 ○ ― ○ 
筆記、実技試験両方実施

する 

こころとからだのしくみⅠ 20 
◎ ― ◎ 

筆記、実技試験両方実施

する こころとからだのしくみⅡ 60 

発達と老化の理解Ⅰ 10 
◎ ― ―  

発達と老化の理解Ⅱ 20 

認知症の理解Ⅰ 10 
◎ ― ―  

認知症の理解Ⅱ 20 

障害の理解Ⅰ 10 
◎ ― ―  

障害の理解Ⅱ 20 

医療的ケア 70 ○ ― ○ 
筆記、実技試験両方実施

する 

※ ◎の試験はⅠとⅡを別に実施してもよい。２科目以上を１回の試験で評価する場合は、評価課題にそれ 

ぞれの科目の内容を盛り込むこと。 

※ 試験時間は適宜設定すること。 

※ 評価課題（レポート課題を含む）を添付すること。 

※ 実技試験については「実技試験実施マニュアル」を作成し添付すること。 

（別紙８） 



（別紙９）

科目名 ３５時間（７時間×５日）

【説明を受ける】 ○ 施設の概要や特徴、取り組み、職員体制、利用者の概要
○ 1日のプログラム
○ 施設の各職種の職員それぞれの業務内容、チームケアの取り

組みや連携
○ 医療器具、福祉用具の使用方法
○ 環境整備の方法
○ ボランティアの活動状況や地域の関係機関などとの連携

【見学する】 ○ 申し送り、カンファレンス
○ 居室の環境、バリアフリーの状況
○ 基本的介護技術（介護方法、利用者との接し方等）
○ ＰＴ、ＯＴ、ＳＴ等による機能訓練
○ 各種福祉用具、医療用具の使用場面

【閲覧する】 ○ 介護記録
○ ケアプラン

【経験する】 ○ 利用者とのコミュニケーション
○ 介護補助業務(食事、口腔ケア、更衣、入浴、排泄、移動、環

境整備等)
○ レクリエーション、グループ活動、行事、作業療法等への参

加
○ 福祉用具(車いす、自助具等)を利用している利用者の介護
○ 一人の利用者について、個性、嗜好、暮らしの様子、習慣、

人間関係などについて観察しまとめる
介護保険法関連

指定介護老人福祉施設
介護老人保健施設
指定介護療養型医療施設
指定特定施設入所者生活介護事業所
指定地域密着型介護老人福祉施設
介護医療院

障害者自立支援法関連
指定障害者支援施設

○　原則として、５日間同じ施設で実習をすること。
○　養護老人ホームについては介護保険法に基づく施設ではないことと、社会復帰
　　支援が主目的となるため実習先にしないこと。

施設・居住型実習

経
験
目
標

実
習
施
設

注意事項

　実習施設基準



科目名 ２１時間（７時間×３日）

【説明を受ける】 ○ 施設の概要や特徴、取り組み、職員体制、利用者の概要
○ 施設の各職種の職員それぞれの業務内容、チームケアの取り

組みや連携
○ 1日のプログラム
○ 居宅介護支援事業所、地域包括支援センター、医療機関等の

関連機関との連携
○ 自立のための福祉用具の使用方法、取り扱い
○ 環境整備の方法

【見学する】 ○ カンファレンス
○ 基本的介護技術（介護方法、利用者との接し方等）
○ 介護予防プログラム

【閲覧する】 ○ 介護記録
○ ケアプラン
○ 通所介護計画
○ 介護予防通所介護計画

【経験する】 ○ 利用者とのコミュニケーション
○ 介護補助業務(食事、口腔ケア、衣類の着脱、入浴、排泄、移

動・移乗、環境整備等)
○ レクリエーション、グループ活動、行事、作業療法、外出等

への参加
○ 送迎時の介助補助、健康状態の観察、施設持参品の管理補助

介護保険法関連
指定認知症対応型通所介護事業所
指定通所介護事業所
指定小規模多機能型居宅介護事業所
指定通所リハビリテーション事業所

障害者自立支援法関連

療養介護　または　生活介護

○　原則として、３日間同じ施設で実習をすること。

通所・小規模多機能
型実習

経
験
目
標

実
習
施
設

指定障害福祉サービス事業所のうち、以下の障害福祉サービスを
行う事業所

注意事項



科目名 １４時間（７時間×２日）

【説明を受ける】 ○ 事業所の概要や特徴、取り組み、職員体制、利用者の概要
○ 事業所内の業務（チームケアのシステム、業務管理の仕組み)
○ 居宅介護支援事業所、地域包括支援センター、医療機関等の

関連機関との連携

【見学する】 ○ カンファレンス
○ 介護や利用者の生活環境に応じた家事援助の内容、工夫、利

用者への接し方

【閲覧する】 ○ 訪問記録
○ 訪問介護計画

【経験する】 ○ 利用者、家族とのコミュニケーション
○ 利用者に対する身体介護、家事援助

介護保険法関連
指定訪問介護事業所

（訪問介護事業所併設型のサービス付き高齢者住宅や有料老
人ホーム等を除く）

障害者自立支援法関連

居宅介護
重度訪問介護

○　原則として、２日間同じ施設で実習をすること。
　　１日に２件以上の利用者宅での実習が望ましい。

○　原則として、訪問実習先は、（指定）訪問介護事業所併設型のサービス付き
　　高齢者住宅や有料老人ホーム等の居住者を除く

訪問介護実習

経
験
目
標

実
習
施
設

指定障害福祉サービス事業所のうち、以下の障害福祉サービスを
行う事業所

注意事項 　　異なる利用者宅での実習が望ましい。



教科標準・教科細目表
一　学科

１　普通学科 33 時間

⑴　社会 （14 時間）

訓練内容 時間

職業と訓練 入校時初期指導、修了時就職指導、オリエンテーション 14

⑵　体育 （10 時間）

訓練内容 時間

レクリエーション ソフトバレーボール、卓球、バドミントン等 10

⑵　体育キャリア形成 （9 時間）

訓練内容 時間

社会人としての基礎力向上 6

ジョブ・カード作成 3

２　学科 ○○ 時間

⑴　○○○（教科の科目） （○○ 時間）

①

②

③

訓練内容 時間

⑵　…

二　実技 ○○ 時間

⑴　○○○（教科の科目） （○○ 時間）

①

②

③

訓練内容 時間

⑵　…

題目

題目

題目

題目

題目

（別記様式１）

教科の項目･または
細目に掲げるものを
記載すること

左欄の題目ごとに訓練内容を記載すること 題目ご
とに時
間数を
記載す
ること

科目ごとの到達目標を記載すること

（例「○○について知識を有すること。」）

教科の項目･または
細目に掲げるものを
記載すること

左欄の題目ごとに訓練内容を記載すること 題目ご
とに時
間数を
記載す
ること

科目ごとの到達目標を記載すること

（例「○○○できること。」）

左欄の題目ごとに訓練内容を記載すること



広島県立呉高等技術専門校 介護サービス科

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

区 担 週 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

科　　　　　　目 当 1 6 13 20 27 4 11 18 25 1 8 15 22 29 6 13 20 27 3 10 17 24 31 7 14 21 28

分 者 日 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

5 12 19 26 3 10 17 24 31 7 14 21 28 5 12 19 26 2 9 16 23 30 6 13 20 27 30

6 2 2 4

2 2 2 2 2

33

1 1 2 1

332

365

1 4

339

704

114 126 148 154 87 75

35

介護実技応用（こころとからだのしくみⅡ） 50

医療的ケア_演習

介護技術 24

20

介護実技基礎（こころとからだのしくみⅠ） 15

介護実技応用（介護過程Ⅲ）

10

45

施設実習（施設・居住型実習）

42

介護実技基礎（生活支援技術Ⅰ）

実　　　　　　　　技　　　　　　　　計

学　　　科　　　計　　　＋　　　実　　　技　　　計

月　　　　　　別　　　　　　時　　　　　　間　　　　　　数

実

技

安全衛生作業法 5

パソコン実習 45

施設実習（通所・小規模多機能型実習） 21

施設実習（訪問介護実習） 14

介護実技応用（生活支援技術Ⅱ） 30

介護実技応用（介護過程Ⅱ） 15

学

科

小　　　　　　　　　　　　　　　計

学　　　　　　　　科　　　　　　　　計

介護実技基礎（コミュニケーション技術）

介護応用（こころとからだのしくみⅡ）

医療的ケア

介護事務

事例検討

介護応用（介護過程Ⅱ）

介護基礎（こころとからだのしくみⅠ）

介護基礎（発達と老化の理解Ⅰ）

介護基礎（コミュニケーション技術）

介護基礎（人間の尊厳と自立）

安全衛生

10

10

介護応用（発達と老化の理解Ⅱ） 20

介護応用（認知症の理解Ⅱ）

10

10

60

20

介護応用（障害の理解Ⅱ） 20

5

5

介護応用（社会の理解Ⅱ） 30

介護応用（介護の基本Ⅱ） 20

10

介護基礎（認知症の理解Ⅰ） 10

介護基礎（障害の理解Ⅰ） 10

10

介護基礎（介護過程Ⅰ） 20

介護基礎（介護の基本Ⅰ） 10

5

10

キャリア形成

介護基礎（社会の理解Ⅰ） 5

令和８年度前期訓練予定表

備　　　考

普

通

学

科

社　　　会 14

体　　　育

9

小　　　　　　　　　　　　　　　　計

（別記様式２）



広島県立呉高等技術専門校 介護サービス科

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

区 担 週 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

科　　　　　　目 当 1 5 12 19 26 2 9 16 23 30 7 14 21 28 4 11 18 25 1 8 15 22 1 8 15 22 29

分 者 日 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

4 11 18 25 1 8 15 22 29 6 13 20 27 3 10 17 24 31 7 14 21 28 7 14 21 28 31

2 4 2 2 4

2 2 2 2 2

33

2 1 1 1

332

365

1 4

339

704

135 126 120 126 107 90

安全衛生 5

学

科

10介護基礎（介護の基本Ⅰ）

5介護基礎（社会の理解Ⅰ）

5介護基礎（人間の尊厳と自立）

介護基礎（発達と老化の理解Ⅰ）

介護応用（社会の理解Ⅱ） 30

介護基礎（コミュニケーション技術） 10

介護基礎（介護過程Ⅰ） 20

介護基礎（こころとからだのしくみⅠ） 5

令和８年度後期訓練予定表

備　　　考

普

通

学

科

社　　　会 14

体　　　育 10

キャリア形成 9

小　　　　　　　　　　　　　　　　計

10

介護応用（介護の基本Ⅱ） 20

介護応用（介護過程Ⅱ） 10

介護基礎（認知症の理解Ⅰ）

介護基礎（障害の理解Ⅰ）

10

10

介護実技基礎（生活支援技術Ⅰ）

介護事務 42

介護応用（こころとからだのしくみⅡ） 10

医療的ケア 60

事例検討 10

20

介護応用（障害の理解Ⅱ） 20

介護応用（発達と老化の理解Ⅱ） 20

介護応用（認知症の理解Ⅱ） 20

介護実技応用（生活支援技術Ⅱ） 30

小　　　　　　　　　　　　　　　計

学　　　　　　　　科　　　　　　　　計

実

技

介護実技基礎（コミュニケーション技術） 10

45

介護実技応用（介護過程Ⅱ） 15

介護実技基礎（こころとからだのしくみⅠ） 15

介護実技応用（介護過程Ⅲ） 45

介護実技応用（こころとからだのしくみⅡ） 50

施設実習（施設・居住型実習） 35

施設実習（通所・小規模多機能型実習） 21

医療的ケア_演習 10

介護技術 24

パソコン実習

実　　　　　　　　技　　　　　　　　計

学　　　科　　　計　　　＋　　　実　　　技　　　計

月　　　　　　別　　　　　　時　　　　　　間　　　　　　数

施設実習（訪問介護実習） 14

安全衛生作業法 5

（別記様式２）



令和　　年度（前期・後期）介護サービス科

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜日

14

10

１ 9

小 計 33

介護基礎
 人間の尊厳と自立 5

２  社会の理解Ⅰ 5
 介護の基本Ⅰ 10
 コミュニケーション技術 10
 介護過程Ⅰ 20
 発達と老化の理解Ⅰ 10
 認知症の理解Ⅰ 10
 障害の理解Ⅰ 10

３  こころとからだのしくみⅠ 5

介護応用
 社会の理解Ⅱ 30
 介護の基本Ⅱ 20
 介護過程Ⅱ 10
 発達と老化の理解Ⅱ 20
 認知症の理解Ⅱ 20

４  障害の理解Ⅱ 20
 こころとからだのしくみⅡ 10

医療的ケア 60

事例検討 10

介護事務 42

安全衛生 5

５

小 計 332

介護実技基礎
 コミュニケーション技術 10
 生活支援技術Ⅰ 20

６  こころとからだのしくみⅠ 15

介護実技応用
 生活支援技術Ⅱ 30
 介護過程Ⅱ 15
 介護過程Ⅲ 45
 こころとからだのしくみⅡ 50

医療的ケア_演習 10

７ 介護技術 14

パソコン実習 45

施設実習
 施設・居住型実習 40
 通所・小規模多機能型実習 24
 訪問介護実習 16

安全衛生作業法 5

8

備

考

小 計 339

704

※　担当欄には上段に講師名、下段に補助講師名を記入すること。

※　実務者研修に係る時間は科目名に　　　　を入れること。

※　実務者研修に係る科目で試験を実施する時限については、科目名のセルを太い外枠で囲むこと。また、担当欄の下段に「試験」「小テスト」等とわかるように記入すること。

※　実務者研修に係る科目の試験は１日１科目とすること。また、可能なかぎり試験が連続しないよう、日を空ける配慮をすること。

　　月

合　　　　計

担当

担当

実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
技

学
　
　
　
　
　
　
　
科

担当

担当

担当

社会

体育

キャリア形成

担当

担当

担当

普
通
学
科

月 間 時 間 割

科　　　　　目 総時間 当月実施時間 当月までの累計 過不足

（別記様式３）



実習教材一覧（令和　　年度）

※　訓練生一人当たり  広島県立呉高等技術専門校　介護サービス科
教材等 出版社等 金額 備考

教科書等　合計　 0

雑費　合計　 0

合　計　 0

※　教材に金額が記されていないものについては、別途価格の証明となるものを添付すること（様式は任意）

（別記様式４）



（別記様式５） 

欠席・遅刻・早退・欠課届 

 

広島県立呉高等技術専門校長 様 
 

             科 

 

名前               

 
年   月   日   曜日   時  分から 

                        
年   月   日   曜日   時  分まで 
 

理 由                             

 

 

上記のとおり（ 欠席・遅刻・早退・欠課 ）を届けます。 

 
 年   月   日 

 
添付書類（該当に✔を入れること） 

 医療機関の領収書（日時確認）  訓練生医療機関受診確認票 

 処方された薬の説明書（日時確認）  就職活動証明書 

 その他（            ）  忌引き（続柄       ） 

 証明なし   

   後日提出する 

 

 
時限 1 2 3 4 5 6 7 8 

欠課         

【欠課時限が１／２を超えた場合】やむを得ない理由（有・無）   号該当 

 

 
校

長 

 

副

校

長 

 

庶

務

課

長 

 

課

員 

 

講

師 

 

 

≪担当者記入欄≫ 



（別記様式６） 

訓 
 

 

 

練 
 

 

 

生 
 

 

 

日 
 

 

 

誌 

    月     日     曜 日 
 

校  長 副校長 庶務課長 課 員 

    

 訓練生の出席状況       欠席訓練生の名前      記載者名前 

 

   出        名 

                                                                                 

   欠        名   

訓  練  科  目 習  得  し  た  事  項 使用した教材 

学 科  

 

 

 

 

 

 

実 技  

 

 

 

 

 

 

感 想 指導員所見 

 

    月     日     曜 日 
 

校  長 副校長 庶務課長 課 員 

    

 訓練生の出席状況       欠席訓練生の名前      記載者名前 

 

   出        名 

                                            

   欠        名  

訓  練  科  目 習  得  し  た  事  項 使用した教材 

学 科  

 

 

 

 

 

 

実 技  

 

 

 

 

 

 

感 想 指導員所見 

 



（別記様式７） 

指 

 

 

 

 

導 

 

 

 

 

 

日 

 

 

 

 

誌 

   月    日   曜日 
 

校  長 副校長 庶務課長 課 員 

    

訓練生の出席状況   欠席訓練生の名前               

 

 出席    名 

                                   

 欠席    名  

訓  練  科  目 指  導  内  容 
訓練

時間 

累計

時間 

訓練担

当者印 

学 科  

 

 

 

 

 

   

実 技  

 

 

 

 

 

   

参考記事 

 

 

   月    日   曜日 
 

校  長 副校長 庶務課長 課 員 

    

訓練生の出席状況   欠席訓練生の名前              

 出席    名 

                                  

 欠席    名  

訓  練  科  目 指  導  内  容 
訓練

時間 

累計

時間 

訓練担

当者印 

学 科  

 

 

 

 

 

   

実 技  

 

 

 

 

 

   

参考記事 

 



(別記様式８）

介護サービス科　　出席簿

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

／
（月） （火） （水） （木） （金） （土）

／月／日

講　師　印

時限

教務主任者

曜日
／ ／ ／ ／



 

令和  年度（前期・後期） 

訓練実施状況報告書（科目別成績表） 

 

受託者 法 人 名 等  

住 所  

代表者職・氏名  

 

報告者  

報告日   年  月  日 

 

訓 練 科  訓練期間     ６か月 

 

 

科 目 名    

成績評価者    

番号 名前    

１     

２     

３     

４     

５     

６     

７     

８     

９     

１０     

１１     

１２     

１３     

１４     

１５     

１６     

１７     

１８     

１９     

２０     

※ 成績は、「別紙様式 13 成績評価方法」に基づき評価し、0～100点で記入すること。 

    

  

（別記様式９-１） 



令和 年度（前期・後期） 

訓練実施状況報告書 

 

受託者 法 人 名 等 

住 所  

代表者職・氏名  

 

報告者  

報告日    年  月  日 

 

訓 練 科  訓練期間     ６か月 

番号  名 前  
年 齢 

（入校時） 
 

訓練習得状況 

学

科 

教科の科目 成績 教科の科目 成績 

    

    

    

    

    

実

技 

教科の科目 成績 教科の科目 成績 

    

    

    

    

    

概  評（訓練習得状況に関する評価） 

 

特記事項（生活面等に関する留意点） 

 

取得資格 

資格の種類 取得年月日 資格の種類 取得年月日 

    

    

※ 成績は、「別記様式９-１訓練実施状況報告書（科目別成績表）」により、0～100点で記入す

ること。 

（別記様式９-２） 



令和  年度（前期・後期） 

介護サービス科 資格試験等一覧 

報告者  

報告日 年  月  日 

 

検定 主催 
級別 

等 
試験日 申込期間 受験料 申込方法 

試験会場 

（住 所） 
教材・問題集 難易度・注意事項 

          

※ 試験、検定等は、訓練生が修了後に受験可能なものも記入すること。 

※ 受験する試験の申込書、パンフレット、実施要領などを添付すること。 

※ 団体で申し込みをする場合、受験申込日程が公開されている日程と異なる場合は、それがわかるように記入すること。 

※ 団体で申し込みをする場合、受験料支払い時の領収証などの写しを受験申し込み締め切り 3営業日前までに校へ提出すること。 

（別記様式 10） 



講 師 選 任 届 

 

                                     令和  年  月  日 

 

 広島県立呉高等技術専門校長 様 

 

                        受託者  法人名等 

                          住  所 

                          代表者職氏名                 

                

令和  年度 広島県立呉高等技術専門校介護サービス科職業訓練業務について、講師を次のとおり選任

したので届出ます。 

教科の科目 講師氏名 

 

資 格 ･経 歴 等 

 

講

師

要

件 

補
助
講
師
要
件 

備  考 

      

※「講師要件」及び「補助講師要件」欄については、該当欄に○印を付すこと。 

※ 講師を変更する場合にあっては、「備考」欄に変更年月日、及び変更前の講師氏名を記載すること。 

※「別紙５ 講師要件一覧」に定めた資格･経歴などを満たすことがわかるように記入すること。（資格証・免許

証などの写しを添付すること） 

※「教務に関する主任者」、「専任教員」、「介護過程Ⅲ（面接授業）を担当する教員」及び「医療的ケアに関

する教員」は備考欄にそれがわかるように記入すること。 

※「キャリア形成」のうち、ジョブ・カード作成を担当する者については、「備考」欄に過去２年度におけるジ

ョブ・カード作成支援の実績（件数）を、年度ごとに記載すること。 

（別記様式 11） 



業務責任者選任届 

 

                            令和  年  月  日 

 

 広島県立呉高等技術専門校長 様 

 

                        受託者  法人名等 

                          住  所 

                          代表者職氏名                 

                

 令和 年度 広島県立呉高等技術専門校介護サービス科職業訓練業務について、業務責任者

を次のとおり選任したので届出ます。 

提 出 事 由 新 規  ・  変 更 

役 職  

氏 名  

所 属 部 署  

連 絡 先 

 

電 話： 

 

ＦＡＸ： 

 

Ｅ－ＭＡＩＬ： 

 

備 考  

※ 業務責任者を変更する場合にあっては、「備考」欄に変更年月日、及び変更前の業務責任者

氏名を記載すること。 

※ 業務責任者とは別に事務担当者を配置する場合には、備考欄に記載すること。 

※ この業務にかかる全ての者（業務責任者、事務担当者、講師等）の履行体制図を作成し添付

すること。 

≪履行体制図に記載する事項≫ 

・ 所属・役職（非常勤の場合、所属する事業所名） 

・ 業務の分担関係を示すもの 

 

  

（別記様式 12） 



（例） 

履行体制図 

 

 

 

 

 

 

 

 

     業務全般管理 

     非常勤講師の調整 

      訓練指導 

 

 

 

 

 

 

      訓練指導（株式会社☆☆へ再委託） 

 

 

 

 

 

 

 

  社内講師の調整 

 

 

 

 

 

訓練指導 

 

※ 再委託により担当する者はそれがわかるように記載すること 

 

【業務責任者】 

取締役社長 

 A 

【事務担当者補佐】 

総務部 人事課  

 係長 C 

教育センタ部 

 課長 D 

課長 E 

 

 

【事務担当者】 

総務部 人事課長 

 B 

【非常勤講師】 

（株）○○  F 

       G 

（有）△△  H 

個人    I 

【講 師】 

教育センタ部 

 部長  Ｎ 

 課長（兼） Ｏ 

 課長（兼） Ｐ 

 主任  Ｑ 

 主任  Ｒ 

 主任  Ｓ 

  Ｔ 

  Ｕ 

  Ｖ 

【非常勤講師】 

  Ｊ 

  Ｋ 

  Ｌ 

  Ｍ 



作成者

教科の科目 教科標準における目標（教科の細目の習得の程度） 評価方法 評価の配分 備考

介護保険制度創設の背景と目的について知っている。 筆記試験

介護保険制度の概要について知っている。 筆記試験

介護保険制度における専門職の役割について知っている。 筆記試験

介護基礎（発達と老化
の理解Ⅰ）

介護基礎（認知症の理
解Ⅰ）

介護基礎（障害の理解
Ⅰ）

学科

介護応用（社会の理解
Ⅱ）

成績評価方法

学科

介護基礎（人間の尊厳
と自立）

記入例

介護基礎（社会の理解
Ⅰ）

「社会の
理解Ⅱ」
と合わせ
て評価す
る

介護基礎（介護の基本
Ⅰ）

介護基礎（コミュニ
ケーション技術）

介護基礎（介護過程
Ⅰ）

介護基礎（こころとか
らだのしくみⅠ）

（別記様式13）



教科の科目 教科標準における目標（教科の細目の習得の程度） 評価方法 評価の配分 備考

情報機器作業の概要について知っていること。 レポート提出 40

産業安全及び労働衛生について大体知っていること。 観察 20

安全衛生管理、安全衛生関係法規の概要にについて大
体知っていること。

観察 20

具体的災害防止対策について大体知っていること。 観察 20

介護応用（障害の理解
Ⅱ）

医療的ケア

事例検討

介護事務

実技

介護実技基礎（コミュ
ニケーション技術）

介護実技基礎（生活支
援技術Ⅰ）

学科

介護応用（介護の基本
Ⅱ）

介護応用（介護過程
Ⅱ）

介護応用（こころとか
らだのしくみⅡ）

記入例

安全衛生

介護応用（発達と老化
の理解Ⅱ）

介護応用（認知症の理
解Ⅱ）



教科の科目 教科標準における目標（教科の細目の習得の程度） 評価方法 評価の配分 備考

安全衛生作業ができること。 観察 80

救急処置ができること。 観察 20

※ 評価の結果が合格基準に満たない場合は再評価を行うものとし、いずれの結果も記載しておくこと。

※ 評価点は各科目とも１００点満点とし、成績証明書へ記載する。

※ 評価方法は次のいずれかとし、これら以外で評価する場合は具体的に記載すること。

　　学科：筆記試験、課題作成、レポート提出、観察

　　実技：実技試験、課題作成、レポート提出、観察

　　併用する場合は、配点について明記しておくこと。

　　「観察」とした科目については、別途詳細を確認する場合がある。

※ 筆記試験、実技試験、課題及びレポートの問題、回答用紙等全てについて、業務終了後５年間保存しておき、

校からの問い合わせに対応できるようにしておくこと。(再評価分も含む)

※ 行は必要に応じて加除すること。

施設実習

医療的ケア演習

実技

介護実技基礎（こころ
とからだのしくみⅠ）

介護実技応用（生活支
援技術Ⅱ）

介護実技応用（介護過
程Ⅱ）

介護実技応用（介護過
程Ⅲ）

介護実技応用（こころ
とからだのしくみⅡ）

記入例

安全衛生作業法

介護技術

パソコン実習



キャリアコンサルティング等実施結果報告書（令和   年   月分） 

  令和  年  月  日 

 

                    

                     

 

訓練科名  

担当講師氏名  

※ この報告書は、担当講師（「ジョブ・カード作成」担当）ごとに作成すること。 

※ キャリアコンサルティング欄には、キャリアコンサルティングを実施した日付を記入すること。 

ジョブ・カード様式欄には、ジョブ・カード作成支援をした日付を記入すること。（交付済みも含む。） 

番号 名前 
キャリアコンサルティング ジョブ・カード様式 備考 

1回目 2回目 3回目 １－１ １－２ ２ ３－１ ３－２  

1           

2           

3           

4           

5           

6           

7           

8           

9           

10           

11           

12           

13           

14           

15           

16           

17           

18           

19           

20           

（別記様式14-１） 



（別記様式14-2）

年 月分

【施設内訓練（３）都道府県】

①　キャリア・プランシート（様式1-1）の作成支援件数 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件

②　①のうち、ジョブ・カード作成支援ソフトウェア又はマイジョ
ブ・カードによりキャリア・プランシート（様式1-1）を作成した者
の数

0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件

③　キャリア・プランシート（様式1-2）の作成支援件数 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件

④　③のうち、ジョブ・カード作成支援ソフトウェア又はマイジョ
ブ・カードによりキャリア・プランシート（様式1-2）を作成した者
の数

0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件

⑤　キャリア・プランシート（様式1-1又は1-2）の準拠様式の作
成支援件数

0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件

⑥　⑤のうち、ジョブ・カード作成支援ソフトウェア又はマイジョ
ブ・カードによりキャリア・プラン作成補助シート（在職者、求職
者、学生）を作成した者の数

0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件

⑦　実践的能力証明シートの作成支援件数 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件

⑧　合計（①＋③＋⑤＋⑦） 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件

⑨　⑧のうち、ジョブ・カード作成支援ソフトウェア又はマイジョ
ブ・カードによりキャリア・プランシートを作成した者の数（②＋
④＋⑥）

0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件

⑩　合計（⑧－⑨） 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件

（記載に当たっての留意事項）

1

2

3

ジョブ・カード作成支援実績報告書（都道府県）【個票】

令和

都道府県名

担当者名

呉校　〇〇科

就業中
その他（求
職者など）

合計 性別 年代 就労状況
男性 女性 その他 10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 学生・生徒

・①、③、⑤には、ジョブ・カードを活用したキャリアコンサルティングを行い、新規に、キャリア・プランシートの作成支援を行った者の数を計上すること。既にキャリア・プランシートの作成支援を受けている者及び見直し
前のジョブ・カードの交付を受けている者は含まれない。
・⑦には、実践的能力証明シートを用いてキャリアコンサルティングを行い、新規に作成支援を行った者の数を計上すること。
・②、④、⑥の「ジョブ・カード作成支援ソフトウェア」には、ジョブ・カード作成支援WEB及びジョブ・カード作成支援アプリを含む。
・②、④、⑥には、キャリア・プランシートを作成するためにジョブ・カード作成支援ソフトウェアをダウンロードした者又はマイジョブ・カードによりキャリア・プランシートを作成した者に対してキャリア・プランシートの作成支
援を行った数を計上すること。
・性別、年代、就業状況の各合計人数は一致させること。一致していない場合は「合計」欄に「×」が表示される。

都道府県に所属するキャリアコンサルタント、キャリアコンサルティング技能士又は職業訓練指導員が行った作成支援件数を記載すること。

都道府県が実施する施設内訓練受講（予定）者の作成（学卒者訓練を除く）に係る数を記載すること。



キャリアコンサルティング等実施状況報告書 

 

  令和  年  月  日 

 

                    

           

 

訓練科名  

担当講師氏名  

報告に係る業務内容 

□ ジョブ・カード作成支援 

（実施年月日：令和 年 月 日） 

□ その他 

（実施年月日：令和 年 月 日） 

 

訓練生からの相談事項等 対応 

  

※ この報告書は、担当講師（「ジョブ・カード作成」担当）ごとに作成すること。 

※ 担当講師は、報告事項について、あらかじめ訓練生の了解を得ること。 

（別記様式15） 



施設実習巡回報告書 

 

  令和  年  月  日 

 

          

 

巡回者の名前  

巡回施設 

種 別 事業所名 訪問年月日 報告事項 

① ② ③    

① ② ③    

① ② ③    

① ② ③    

①  ② ③    

※ この報告書は、巡回者ごとに作成すること。 

※ 種別は、①施設･居住型実習、②通所･小規模多機能型実習、③訪問介護実習とする 

※ 巡回者は、報告事項について、あらかじめ訓練生の了解を得ること。 

（別記様式16） 



授　業　概　要

【目的・ねらい】

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

[授業のテーマ・内容・授業方法及び日程]  

科目評価

・

・

・

内容と概要

受講上の注意事項

評価の
方法

（別記様式41）

－

必要に応じて行を加除すること

科目評価は同日に２科目以上実施しないこと。また、原則として講義・演習等と同日に修
了評価を実施しないこと。

実務者研修の科目について作成すること

実施日 実施時限

時間数

時限数 担当者

合　　　　計

項　　目 内　　容

科 目 名



 

一般教員に関する調書（兼）就任承諾書 

養成施設名  

氏名  

生年月日     年齢（   歳） 

最終学歴 

（学部、学科、専攻） 

 

担当予定科目  

該当番号  

実務者研修教員講習会 
１．修了  （修了年月：  年  月） 

２．未修了 

介護教員講習会 
１．修了  （修了年月：  年  月） 

２．未修了 

実務者研修教員講習会の講師 講習会実施主体名            

医療的ケア教員講習会 
１．修了  （修了年月：  年  月） 

２．未修了 
介護職員によるたんの吸引等の試行事業

又は研修事業（不特定多数の者を対象とし

たものに限る。）における指導者講習会 

１．修了 （ 年 月 日 ～ 年 月 日） 

２．未修了 

介護過程Ⅲにおける修了講習会 

１．実習指導者講習会  （修了年月：  年  月） 

２．介護教員講習会   （修了年月：  年  月） 

３．実務者研修教員講習会（修了年月：  年  月） 

４．主任指導者養成講習会（修了年月：  年  月） 

５．指導者養成講習会  （修了年月：   年   月） 

６．未修了 

教
育
歴
・
職
歴 

名   称 教育内容又は業務内容 年  月 

   

   

   

合          計  

資
格
・
免
許
・
学
位 

名   称 取得機関 取得年月日 

   

   

   

（注１） 一般教員ごと作成すること。 

（注２） 修了した講習会の修了証の写しを添付すること。 

（注３） 「資格・免許・学位」欄に記載した資格等については、当該資格証等の写しを添付すること。 

（注４） 実務経験の対象となる業務は、「指定施設における業務の範囲等及び介護福祉士試験の受験資格の認定に係

る介護等の業務の範囲等について」（昭和63年２月12日付け社庶第29号）を参照のこと。 

 

私は、広島県立呉高等技術専門校が実務者研修養成施設として指定の際には、介護サービ

ス科において、一般教員として就任することを承諾します。上記の内容について、相違あり

ません。 

 

令和  年   月   日 

名前                 

 

（別記様式42） 



 

評価の方法 
 

評価の方法 

科目名 
 評価の方法 

時限数 筆記試験 レポート 時限数 評価者 実技試験 時限数 評価者 特記事項 

人間の尊厳と自立 ５         

社会の理解Ⅰ ５ 
        

社会の理解Ⅱ 30 

介護の基本Ⅰ 10 
        

介護の基本Ⅱ 20 

コミュニケーション技術 20         

生活支援技術Ⅰ 20 
        

生活支援技術Ⅱ 30 

介護過程Ⅰ 20 
        

介護過程Ⅱ 25 

介護過程Ⅲ 45         

こころとからだのしくみⅠ 20 
        

こころとからだのしくみⅡ 60 

発達と老化の理解Ⅰ 10 
        

発達と老化の理解Ⅱ 20 

認知症の理解Ⅰ 10 
        

認知症の理解Ⅱ 20 

障害の理解Ⅰ 10 
        

障害の理解Ⅱ 20 

医療的ケア 70         

※ 実施する評価（「筆記試験」、「レポート」、「実技試験」）に「○」を記入し、それに係る試験時限数を記入する。 

※ 評価課題（レポート課題を含む）を添付すること。 

※ 実技試験については「実技試験実施マニュアル」を作成し添付すること。 

（別記様式 43） 


